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【手続補正１】
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の搬送波周波数を有する変調された搬送波信号の形式である無線周波数（ＲＦ）信
号を受信するように適合された受信機（１００）であって、
　前記受信機（１００）は、
　差動位相領域復調器（１０２，１０３）の入力で受信されたＲＦ信号を復調し、復調信
号を出力するように適合された前記差動位相領域復調器（１０２，１０３）であって、前
記ＲＦ信号に存在する搬送波周波数オフセット（ＣＦＯ）をＤＣオフセットに復調するよ
うに適合された前記差動位相領域復調器（１０２，１０３）と、
　前記差動位相領域復調器の出力に接続され、前記復調信号を受信してハイパスフィルタ
リングする複数のハイパスフィルタ（４０４ａ－ｃ）と、
　前記複数のハイパスフィルタ（４０４ａ－ｃ）の出力をモニタし、前記ＣＦＯに基づい
て前記複数のハイパスフィルタ（４０４ａ－ｃ）の１つを選択するように適合されたフィ
ルタ選択ユニット（４０４ｄ）とを備え、
　前記複数のハイパスフィルタ（４０４ａ－ｃ）は、前記復調信号の第１の時間期間中に
第１の組のフィルタ応答で動作し、前記復調信号の第２の時間期間中に第２の組のフィル
タ応答で動作するように適合される受信機（１００）。
【請求項２】
　前記第１の組のフィルタ応答における各フィルタ応答は、前記第２の組のフィルタ応答
における対応するフィルタ応答を有し、
　前記第２の組のフィルタ応答における前記対応するフィルタ応答の各々が、対応する第
１のフィルタ応答よりも遅い請求項１に記載の受信機。
【請求項３】
　前記復調信号はデータパケットの形式である請求項１又は２に記載の受信機。
【請求項４】
　前記ハイパスフィルタは、データパケットの第１の部分上の第１の組のフィルタ応答で
動作し、前記データパケットの第２の部分上の前記第２の部分上の第２の組のフィルタ応
答で動作する請求項３に記載の受信機。
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【請求項５】
　前記復調信号の少なくとも一部を緩衝処理するために復調器の出力に接続されたバッフ
ァを備える請求項１～４のうちのいずれか１つに記載の受信機。
【請求項６】
　前記復調器の出力と前記ハイパスフィルタの出力に接続され、前記復調信号とフィルタ
リングされた復調信号との間の差に基づいて、前記バッファの入力に訂正信号を提供する
ように適合された比較器を備える請求項５に記載の受信機。
【請求項７】
　所定の搬送波周波数を有する変調された搬送波信号を含む受信された無線周波数（ＲＦ
）信号を処理する方法であって、
　前記搬送波信号は搬送波周波数オフセットを含み、
　前記方法は、
　前記ＲＦ信号に存在する搬送波周波数オフセット（ＣＦＯ）がＤＣオフセットに復調さ
れるように、差動位相領域復調器（１０２，１０３）を使用して受信された搬送波信号を
復調するステップと、
　複数のハイパスフィルタ（４０４ａ－ｃ）で復調信号を受信するステップと、
　前記複数のハイパスフィルタ（４０４ａ－ｃ）の出力をモニタし、前記ＣＦＯに基づい
て前記複数のハイパスフィルタ（４０４ａ－ｃ）の１つを選択するステップと、
　前記復調信号の第１の時間期間中に前記複数のハイパスフィルタ（４０４ａ－ｃ）の第
１の組のフィルタ応答を使用して、前記復調信号をハイパスフィルタリングし、前記復調
信号の第２の時間期間中に前記複数のハイパスフィルタ（４０４ａ－ｃ）の第２の組のフ
ィルタ応答を使用して前記復調信号をハイパスフィルタリングするステップとを含む方法
。
【請求項８】
　前記第１の組のフィルタ応答における各フィルタ応答は、第２の組のフィルタ応答にお
いて対応するフィルタ応答を有し、
　前記第２の組のフィルタ応答における前記対応するフィルタ応答の各々が、対応する第
１の組のフィルタ応答よりも遅い請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記復調信号の少なくとも一部を緩衝処理し、前記復調信号と前記ハイパスフィルタリ
ングされた復調信号との差に基づいて前記緩衝処理された少なくとも一部を訂正するステ
ップを含む請求項８に記載の方法。
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